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今
月
号
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
、
日
本

人
の
ユ
ダ
ヤ
人
観
や
イ
ス
ラ
エ
ル
観
に
つ

い
て
直
接
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研
究
者
か
ら
意

見
を
伺
う
こ
と
に
し
た
。
お
話
い
た
だ
く

の
は
、
ハ
イ
フ
ァ
大
学
前
ア
ジ
ア
学
科
長

の
ロ
テ
ム
・
コ
ー
ネ
ル
教
授
。
イ
ス
ラ
エ

ル
日
本
学
会
の
前
会
長
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
お
け
る
日
本
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

　

コ
ー
ネ
ル
教
授
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日

本
人
種
論
の
変
遷
を
研
究
し
た
著
書
第
一

巻
『
白
か
ら
黄
色
へ
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

人
種
思
想
か
ら
見
た
「
日
本
人
」
の
発
見

１
３
０
０
年
～
１
７
３
５
年
』
の
日
本
語

版
が
二
月
に
刊
行
さ
れ
、
第
二
巻
資
料
の

補
足
調
査
の
た
め
、
来
日
中
。『
対
馬
―

日
本
海
海
戦
の
再
評
価
』
の
日
本
語
版
出

版
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

m

日
本
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

滝
川　

コ
ー
ネ
ル
先
生
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
日
本
学
会
を
率
い
る
研
究
者
の
お
ひ
と

り
で
す
が
、
日
本
に
関
心
を
抱
か
れ
た
き

っ
か
け
は
、
何
で
す
か
。

コ
ー
ネ
ル
教
授　

生
ま
れ
つ
き
日
本
に
関

心
が
あ
る
人
な
ど
い
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
国

に
つ
い
て
も
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
私

の
場
合
、
か
な
り
幼
い
頃
か
ら
、
関
心
を

持
ち
始
め
ま
し
た
。
高
校
の
教
師
だ
っ
た

父
親
は
、
今
は
故
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
辛
く
も

生
き
残
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
海
軍
将
校
に

な
っ
た
人
で
、
歴
史
、
特
に
第
二
次
世
界

大
戦
史
に
、
そ
れ
こ
そ
憑
か
れ
た
よ
う

に
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
家

は
、
こ
の
関
連
の
本
で
一
杯
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
環
境
で
し
た
の
で
、
私
は
少
年

の
頃
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
と
、
特
に
真
珠

湾
攻
撃
で
す
ね
、
日
本
帝
国
海
軍
に
、
興

味
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
。
山
本
五
十
六

海
軍
大
将
は
、
私
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
ひ
と
り

で
し
た
。
当
時
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ヒ
ロ

シ
マ
の
間
に
、
一
種
の
類
似
性
も
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

兵
役
を
終
え
て
――
も
ち
ろ
ん
海
軍
で

す
――
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
な
り
、
15

カ
月
間
の
世
界
旅
行
に
出
か
け
た
の
で

す
。
当
時
は
１
９
８
０
年
代
中
頃
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
若
者
の
間
で
は
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
の
長
旅
が
新
し
い
伝
統
、
ま
あ
一
種
の

通
過
儀
礼
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
ま
わ
っ
た
後
、
日
本
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
国
の
な
か
で

は
、
一
番
近
代
化
の
進
ん
だ
、
洗
練
さ
れ

た
国
で
し
た
。

　

４
年
後
学
生
と
し
て
こ
こ
に
戻
る
と

は
、
そ
の
時
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
科
学
万
博
つ
く
ば
85
に
行
っ
た
の

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
の
な
か
で
、

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
を
見

て
、
自
分
が
未
来
の
な
か
に
い
る
よ
う
な

感
覚
を
抱
き
ま
し
た
。

　

当
時
日
本
は
国
際
化
の
全
盛
期
で
し

た
。
そ
の
１
カ
月
間
私
が
出
会
っ
た
人
た

ち
は
、
外
国
人
と
の
出
会
い
に
と
て
も
熱

心
で
し
た
。
東
京
か
ら
鹿
児
島
県
の
揖い
ぶ

宿す
き

郡
ま
で
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
行
っ
た
の
で

す
が
、
自
宅
に
招
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
し
た
。
本
当
に
思
い
出
深
い
旅
で
し

た
。

　

そ
の
後
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
戻
り
、
ヘ
ブ
ラ

イ
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
心
理
学
を
専

攻
す
る
こ
と
に
決
め
、
ま
あ
こ
れ
が
専
門

分
野
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
第
２

次
専
攻
で
選
ん
だ
の
が
、
日
本
関
連
の
科

目
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
趣
味
で
す

ね
。
と
こ
ろ
が
、
ベ
ン
＝
ア
ミ
ー
・
シ
ロ

ニ
ー
先
生
や
エ
フ
ー
ド
・
ハ
ラ
リ
先
生
と

い
っ
た
錚そ
う

々そ
う

た
る
指
導
教
官
の
薫
陶
を
受

け
て
、
私
の
関
心
は
さ
ら
に
高
ま
り
始
め

た
の
で
す
。

ロ
テ
ム
・
コ
ー
ネ
ルl
１
９
６
０
年
イ
ス

ラ
エ
ル
生
ま
れ
。
ハ
イ
フ
ァ
大
学
ア
ジ
ア
学

科
教
授
。
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
で
東
ア
ジ
ア
学
と

心
理
学
を
専
攻
。
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
１

年
、
筑
波
大
学
で
６
年
の
研
究
の
後
、
博
士

号
を
取
得
。
１
９
９
８
年
ハ
イ
フ
ァ
大
学
で

教
職
に
就
き
、
２
０
０
４
年
に
教
授
。
早
稲

田
大
学
、
大
阪
大
学
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
客
員
教
授
も
務
め
る
。

専
門
は
日
本
近
代
史
。
邦
訳
著
書
に
『
白
か

ら
黄
色
へ
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
人
種
思
想
か

ら
見
た
「
日
本
人
」
の
発
見
』（
明
石
書
店
）。

た
き
が
わ 

よ
し
とl

ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
事
紛
争
の
研
究
者
。
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

館
前
チ
ー
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

サ
ー
、中
東
報
道
研
究
機
関
〈
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
〉

日
本
代
表
。
ミ
ル
ト
ス
刊
の
著
書
に
『
日
本

型
思
考
と
イ
ス
ラ
エ
ル
』、
訳
書
に
『
深
淵

よ
り 

ラ
ビ
・
ラ
ウ
回
想
録
』『
甦
り
と
記
憶
』

『
ケ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
・
イ
ス
ラ
エ
ル
』
他
多
数
。

滝
川
義
人

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
見
た
日
本

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
―
コ
ー
ネ
ル
教
授
の
日
本
論
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m

日
本
に
根
強
い
ユ
ダ
ヤ
陰
謀
論

滝
川　

日
本
で
は
、
戦
前
戦
中
か
ら
１
９

９
０
年
代
ま
で
、
警
戒
心
と
奇
妙
な
讃
美

の
入
り
混
じ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
禍
論
の
本
が
出

版
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
日
本

人
有
志
に
よ
る
抗
議
で
、
だ
い
ぶ
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
マ
イ
ナ
ー
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
陰
謀
や
ユ
ダ

ヤ
マ
ネ
ー
の
世
界
征
服
を
唱
え
る
人
が
い

ま
す
。
先
生
は
こ
の
現
象
を
ど
う
お
考
え

で
す
か
。

コ
ー
ネ
ル
教
授　

ほ
と
ん
ど
の
日
本
人

は
、
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
ユ
ダ

ヤ
人
に
出
会
っ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
歴
史
や
文
化
も
よ
く
知
り
ま
せ

ん
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
世
界
総
人
口
の
０
・
２

％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
日
本
在
住
の
ユ
ダ
ヤ

人
は
わ
ず
か
１
０
０
０
人
ほ
ど
で
、
日
本

人
口
の
０
・
０
０
１
％
に
も
達
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
加
え
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪

れ
る
日
本
人
は
極
わ
ず
か
で
す
。
自
分
の

体
験
を
通
し
た
見
解
の
立
て
よ
う
が
な
か

っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
日
本
の
開
国
と
近
代
化
の

始
ま
り
と
共
に
、
多
く
の
日
本
人
が
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
像
を
形
成
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
も
と
も

と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の

で
す
ね
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教ド

グ
マ義

と
そ
の
時

代
の
社
会
構
造
を
反
映
し
た
も
の
で
、
大

変
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家

ユ
ー
リ
・
ス
レ
ス
キ
ン
が
、
自
著
『
ユ

ダ
ヤ
人
の
世
紀
』（The Jew

ish Century, 

2004
）
で
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
20
世

紀
に
入
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
極
め
て
卓
越

し
た
影
響
力
の
あ
る
存
在
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
代
に
異
才
を
放
つ
人
材
を
輩

出
し
た
の
は
、
科
学
、
文
化
、
実
業
の
世

界
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ダ
ヤ
人
を

先
祖
に
持
つ
優
れ
た
政
治
家
や
革
命
家
が

続
々
と
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
目
立
つ
才
能
が
日
本
で
見
逃
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
日
本
人
が

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
フ
ロ
イ
ト
、
あ
る

い
は
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
哲
学
者
ジ
ャ
ッ

ク
・
デ
リ
ダ
を
崇
拝
し
、
ヤ
コ
ブ
・
シ
フ

（
日
露
戦
争
時
に
戦
費
調
達
に
協
力
）、
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
、
あ
る
い
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
立
ち
上
げ
た
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー

グ
を
尊
敬
し
ま
し
た
。

　

か
く
も
非
凡
な
人
を
輩
出
す
る
の
は

ど
う
し
て
か
と
驚
嘆
し
、
そ
れ
が
嵩
じ

て
〝
ユ
ダ
ヤ
パ
ワ
ー
〟
や
〝
ユ
ダ
ヤ
の
陰

謀
〟
に
行
き
着
く
人
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
で
は
ユ
ダ
ヤ
肯
定
主

義
（Philosem

itism

）
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

（Antisem
itism

）
の
は
っ
き
り
し
た
混
合

が
見
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
ユ
ダ
ヤ
人

が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
の
議
論
で
す
。

時
に
は
、〝
同
居
〟
と
い
い
ま
す
か
、
同

じ
人
の
中
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
讃
美

と
恐
怖
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
１
９
４
０
年
代
前
半
や
１

９
８
０
年
代
後
半
と
い
っ
た
時
代
に
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
態
度
が
優
勢
で
し
た
。
し

か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
暴
力
的
な
憎
悪
で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
主
た
る
捌

け
口
、
つ
ま
り
表
現
手
段
は
出
版
物
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
暴
力
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

私
の
見
解
で
は
、
こ
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

は
ユ
ダ
ヤ
肯
定
主
義
と
同
様
に
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
の
日
常
的
つ
き
合
い
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
ユ
ダ
ヤ
関
係

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
外
の
世
界
、
特

に
欧
米
と
の
関
係
、
欧
米
に
対
す
る
恐
れ

を
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ

人
は
、
現
実
の
姿
が
分
か
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、
ど
う
も
う
ま
く
や
っ
て
い
る
ら
し

い
が
、
海
外
で
は
憎
悪
さ
れ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
、
手
っ
取
り
早
い
標
的
に
な
る

の
で
す
。

　

こ
の
意
味
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
恐

怖
は
、
そ
し
て
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る

不
相
応
な
愛
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
よ

り
も
日
本
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
問
題
に
私
が
多
大
な
関
心
を
抱

い
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。

m

国
交
樹
立
後
70
年
の
歩
み

滝
川　

今
年
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
国
交

樹
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
60
年
代
を
み

ま
す
と
、
キ
ブ
ツ
に
行
く
若
者
や
学
術
、

宗
教
上
の
限
定
的
交
流
を
除
け
ば
関
係
は

希
薄
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、砂
漠
の
緑
化
、

ヒ
ス
タ
ド
ル
ー
ト
（
イ
ス
ラ
エ
ル
労
働
総
同

盟
）
主
導
に
よ
る
協
同
組
合
方
式
の
事
業

経
営
と
い
っ
た
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
ム
キ
プ
ー
ル
戦
争

（
第
四
次
中
東
戦
争
）
に
伴
う
ア
ラ
ブ
の
石

油
戦
略
の
発
動
で
状
況
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
あ
ま
り
表
に
出
な
か
っ
た
日
本
政
府

が
、
ア
ラ
ブ
寄
り
の
立
場
を
鮮
明
に
し
ま

し
た
し
、
孤
軍
奮
闘
し
て
国
を
守
る
と
い

う
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
が
後
退
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
と
か
弾
圧
を
唱

え
る
人
々
が
、
前
面
に
出
て
き
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

コ
ー
ネ
ル
教
授　

70
年
前
、
日
本
と
イ

ス
ラ
エ
ル
が
国
交
を
樹
立
し
た
（
１
９
５

２
年
５
月
15
日
）
当
初
か
ら
、
日
本
・
イ
ス

ラ
エ
ル
関
係
は
、
日
本
の
戦
略
地
政
学
的

ニ
ー
ズ
に
影
響
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
は
、
両
国
関
係
で
い
え
ば
弟
分
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
こ
の
件
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
何
も
言
え
な
か
っ
た
。

　

１
９
５
０
年
代
、
そ
し
て
そ
の
後
の
数

十
年
間
、
日
本
は
発
展
拡
大
す
る
経
済
を

動
か
す
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
量
に
必

要
と
し
、
そ
の
石
油
の
大
半
は
中
東
か
ら

輸
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ス

ラ
エ
ル
を
支
持
し
な
い
諸
国
に
、
日
本
の

大
き
い
輸
出
市
場
が
あ
り
ま
し
た
。
国
交
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を
樹
立
し
て
か
ら
日
本
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に

公
館
を
開
設
す
る
ま
で
（
１
９
５
５
年
）、

３
年
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
経
済
的

動
機
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
ア
ラ
ブ
の
石
油
禁
輸
に

対
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

１
９
７
３
年
10
月
に
起
き
ま
し
た
ね
。
こ

の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
日
本
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
、
ス
バ
ル
を
除
い
て
長
い

間
イ
ス
ラ
エ
ル
に
進
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
９
８
０
年
代
に
な

り
ま
す
と
、
変
化
の
き
ざ
し
が
見
え
始
め

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
本
格
的
な
前
進
が
見

ら
れ
る
の
は
、
湾
岸
戦
争
の
後
で
す
ね
。

こ
の
紛
争
は
、
ア
ラ
ブ
世
界
が
最
早
一
枚

岩
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
り
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
国
）
一
強
の

時
代
と
な
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
経
済

関
係
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。

　

実
際
問
題
、
こ
の
30
年
間
を
見
ま
す

と
、
日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係
の
前
進
が

は
っ
き
り
確
認
で
き
ま
す
。
日
本
の
首
相

が
４
回
（
１
９
９
４
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０

１
５
年
、
２
０
１
８
年
）
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪

問
し
て
い
る
の
も
、ひ
と
つ
の
指
標
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
商
分

野
で
も
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
最
近
に
な
り
ま
す
と
、
日
本
の
対

イ
ス
ラ
エ
ル
投
資
が
、
目
を
見
張
る
ほ
ど

急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
イ
投
資
は
、

２
０
２
０
年
に
11
億
ド
ル
の
新
記
録
を
達

成
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
０
２
１
年
の

投
資
は
29
億
ド
ル
、
実
に
３
倍
近
い
増
加

で
す
。

　

こ
の
発
展
が
あ
り
、
互
い
に
相
手
を
尊

敬
す
る
明
ら
か
な
姿
勢
が
あ
り
な
が
ら
、

緊
密
な
同
盟
は
お
ろ
か
、
日
本
は
イ
ス
ラ

エ
ル
を
依
然
と
し
て
普
通
の
国
と
は
見
な

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
い
く
つ
か
の
場

面
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

国
連
の
場
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
わ

る
討
議
で
の
投
票
傾
向
が
そ
う
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
こ
れ
と
い
っ
た
ウ
ェ
ポ

ン
・
シ
ス
テ
ム
を
調
達
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
人
で
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
れ

る
人
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
事
実
に

も
、
見
て
取
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
で
も
年

間
わ
ず
か
に
１
～
２
万
で
す
ね
。

m

日
・
イ
関
係
今
後
の
展
望

コ
ー
ネ
ル
教
授　

確
か
に
、
日
本
は
中
東

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
て
お
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
敵
意
を
持
つ
諸
国
の
比
較
的
大

き
い
市
場
を
優
先
す
る
こ
と
か
ら
、
依
然

と
し
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

の
事
情
が
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
私
に
は
確
信
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関

係
に
は
、
も
っ
と
大
き
い
展
望
が
開
け
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
中
東
に
お
け
る
イ
ス

ラ
エ
ル
の
戦
略
地
政
学
的
立
場
は
、
だ
ん

だ
ん
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
経
済
力
も

つ
け
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
緊
密
な
関
係

へ
の
見
通
し
が
立
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

２
０
２
０
年
だ
け
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は

ア
ラ
ブ
連
盟
メ
ン
バ
ー
４
カ
国
と
外
交
関

係
を
樹
立
し
ま
し
た
。
バ
ー
レ
ー
ン
、
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
ス
ー
ダ
ン

そ
し
て
モ
ロ
ッ
コ
で
す
ね
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
す
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
機
の
領
空
飛
行
を

認
め
て
い
ま
す
。

　

今
日
す
で
に
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
双
方

の
企
業
が
緊
密
に
提
携
し
て
お
り
、
企
業

間
の
協
力
が
進
ん
で
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ

ル
に
進
出
し
て
事
務
所
を
構
え
る
日
本
企

業
と
ブ
ラ
ン
ド
は
、
２
０
２
１
年
現
在
で

97
社
、
２
０
１
５
年
に
は
15
社
で
し
た
か

ら
増
加
度
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
比
較

的
新
し
い
進
出
企
業
に
は
、
大
手
の
電
気

通
信
事
業
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

（
複
合
企
業
）
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
参
入
が

あ
り
ま
す
。

　

中
東
の
様
相
、
空
気
が
変
り
つ
つ
あ
る

現
在
、
私
は
日
・
イ
協
力
は
、
今
後
も
っ

と
拡
大
す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
〝
そ
れ
が
ど
う
機
能
す
る

か
〟
で
す
が
、
中
に
は
こ
の
関
係
を
割
り

切
っ
た
見
方
で
説
明
す
る
人
も
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
最
先
端
技
術

や
未
完
成
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、
日
本

側
が
そ
れ
を
発
展
さ
せ
製
品
化
す
る
と
い

う
協
力
の
仕
方
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
は
も
っ
と
複
雑
で

す
し
、
協
力
も
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
行

な
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の
特パ
テ
ン
ト許
は
イ

ス
ラ
エ
ル
の
も
の
よ
り
ず
っ
と
多
い
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
日
本
か
ら
学
ぶ
べ
き
点

も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日

本
の
企
業
は
、
今
日
イ
ス
ラ
エ
ル
に
み
な

ぎ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
躍
動
感
と
起
業
家

精
神
に
瞠ど
う

目も
く

し
て
い
ま
す
。

　

過
去
、
思
い
き
っ
た
こ
と
を
す
る
大
胆

な
精
神
を
持
っ
て
い
た
日
本
は
、
恐
ら
く

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
関
係
の
動
機
や
形
態
は
ど
う

で
あ
れ
、
こ
の
協
力
は
双
方
に
と
っ
て
利

益
に
な
る
。私
は
そ
う
確
信
し
て
い
ま
す
。

滝
川　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

『
日
本
型
思
考
と
イ
ス
ラ
エ
ル
』

滝
川
義
人
著　

ミ
ル
ト
ス

１
９
８
０
円

2014 年に来日して安倍首相と会談した
ネタニヤフ・イスラエル首相（当時）


